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平成２１年度 第４回庄内町行政改革推進委員会 会議録 

 

１ 開催日時 平成２１年１２月 ４日（金） １３時３０分～１４時４０分 

２ 開催場所 庄内町役場 西庁舎 第２会議室 

３ 出席委員 川村昭三、梅木 均、佐藤敏雄、鈴木富士雄、高橋克弘、和田明子 

４ 欠席委員 五十嵐進、大瀧嘉瑞、志田重一 

５ 事務局  情報発信課長、小林主査兼企画係長、永田主事 

                                                

 

１ 開  会  情報発信課長                          （１３：３０） 

         

 

２ 委員長あいさつ（川村副委員長） 

   今年度最後の委員会となる。また、今回は前回まで審議してきた事務事業評価の外部評価におけ

る意見書の内容についての審議となるため、委員の皆さんからはよろしく願いたい。 

 

３ 協  議 

（１）平成２１年度庄内町事務事業評価に係る外部評価結果について（意見書）（案）について 

【副委員長】それでは、平成２１年度庄内町事務事業評価結果について（意見書）（案）について事

務局より説明願いたい。 

 【永田主事】平成２１年度庄内町事務事業評価結果について（意見書）（案）について説明 

 【小林主査】何も無いのであれば、こちらからご質問させていただきたい。今年度の行政評価専門部

会議において、政策的意図が高い２事業について、基準２として外部評価をお願いした

わけだが、来年度以降も外部評価対象事業として良いものか。こちらとしては、委員の

皆さんからいろいろなご意見をお聞きしたい。 

 【副委員長】このことについて、皆さんのご意見はどうか。 

 【小林主査】案に修正が無かった場合は、町長への報告後、各課にフィードバックしたい。 

 【委員】  意見書の内容について、No.３０９福祉医療事業について、昨年度は現状維持との評価

を行っている。なぜ、今年度の行政評価専門部会議では方向性評価をしなかったのか。 

 【小林主査】今年度、政策的な部分が新たに出てきたことから方向性評価を除外した。 

 【永田主事】平成２０年度の行政評価専門部会議においても、同様の意見は出されていたが、事業の

効果が高いことから、現状継続とされた経緯がある。 

 【委員】  この事業は、付帯意見のみとなっているが、この内容で担当課が期待する方向性・内容

となっているのか。また、対象とするか否かについては、事務局の判断で良いのではな

いか。対象にした方が良いと思うのであれば対象とすれば良いし、そうでなければしな

ければ良い。 

 【情発課長】そういうことでしたら、まずは来年度以降も対象に上げさせていただく。また、No.８

０１カート管理事業についても、内容を再度ご確認いただきたい。 
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 【委員】  カート場の指定管理者制度移行の時期は決まっていないのか。 

 【小林主査】指定管理者制度導入に関するガイドラインは平成１９年度から５ヵ年の計画であるが、

個別の施設の導入年度は決まっていない。 

 【委員】付帯意見の部分に、移行目標年度を入れ込んではどうか。 

 【情発課長】ガイドラインに掲載されていたとしても、公募・指定など施設ごとに管理者の指定の方

法が異なる。 

 【小林主査】それでは、佐藤委員のご意見のとおり、「平成２３年度まで」といった数値目標を入れ

るべきか。 

 【佐藤委員】数値を入れて、行政改革を進めていくべきである。 

 【小林主査】それでは、取組み年度を入れた表現にしたいと思う。 

 【副委員長】取組み年度を入れても良いと思われる。また、管理者を公募する施設とはどこか。 

 【永田主事】ガイドラインによると、既に移行している八幡公園や淡水魚養殖施設の他、火葬場、北

月山荘、南部山村広場である。 

 【副委員長】その他、全体的な部分について、委員の皆さんのご意見はいかがか。 

 【委員】  町民満足度アンケートについて、報告書は作成したのか。また、調査結果はどのように

活用されたのか。 

 【小林主査】結果については、報告書の作成はもちろんのこと、広報における特集、ホームページへ

の掲載を行った。また、各課に対して施策単位で結果を報告した。その後の予算措置に

ついては、各課の対応となっている。 

 【情発課長】町民の皆さんから寄せられた厳しいご意見も包み隠さず掲載したところである。 

 【小林主査】職員の対応などについて、具体的なご意見が寄せられた。 

 【副委員長】自分も見たが、大変細かくて読みにくいといった印象がある。 

 【小林主査】アンケート自体の内容も大変細かかったため、書く方は大変だったと思われる。ただ、

平成１７年度のアンケート結果との比較が必要であったため、あの様な内容とした。そ

こが、今後実施するに当たっての課題である。 

 【情発課長】小林主査の申し上げたとおり、こちらとしても前回と比較して実施する必要があったの

で、あの様な内容で実施させていただいた。また、結果については、来年度の総合計画

見直しの際に存分に活用させていただく。 

 【副委員長】それでは、他にご意見等が無い様なので、庄内町事務事業評価に係る外部評価結果につ

いて（意見書）（案）については以上とする。 

【小林主査】それでは、意見書については、今回の会議におけるご意見を踏まえ、修正し、町長の方

に報告したいと考えている。 

 

（２）その他 

 【副委員長】その他について、事務局よりお願いしたい。 

 【情発課長】会議の冒頭で副委員長より話があったが、平成２１年度の行政改革推進委員会は今回が

最後の開催となる。また、委員の任期についても平成２２年２月末までとなっているこ

とから、この委員の顔ぶれでの開催も最後となる。まずは、２年間大変お世話になった。
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感謝申し上げたい。 

 

４ その他 

 【副委員長】事務局よりお願いしたい。 

 【永田主事】委員報酬等についての事務連絡 

 

 

５ 閉 会                                 （１４：４０） 


